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頭部のように骨などの導電率が低い物で囲まれた領域は深部加温が難しく、我々は電磁誘導によるハイパー
サーミアが有効であるとして報告してきた。電磁誘導で深部を加温するためには中心部における渦電流値を大
きくする必要があり、我々は90'ごとに配置した4つのコイルを用いてきた。用いる電源の周波数は13.56鵬Z
である。これまでは、球形の楠単な不均質モデルで3次元的な数値計算及び寒天ファントムでの実験を行い検
言寸してきナこν二れよわ,「イノし付近のS ARけ大きい力く表而を冷却し.てホットス宗サトを防ぐ.二とで、.三のア
プリケーターを用いて中心部の加温が可能であることが判った。
今回は、1Cm問隔15枚の頭部のCT像を用いて、5叩メッシュの3次元の差分法で数値計算を行い、 SAR分
布及び温度分布を検討した。1m1閉隔で電気的特性を与え、値並列計算をする二とにより異方性を考慮した。コ
イルの形状及びその幅や配置を変化させて、効率や加温パターンを計算υ、最適なアプリケーターの形状にっ
いて検討した。
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【目的】
超音波ハイパーサーミアにおいて大きな問題となっているのが、筋肉一骨など音響インピーダンスの箸しく
異なる境界面での発熱である。この発熱は忠右に数刑をキえ、結来的R焼界付近のかん治瞭を姑げる、とにな
る。前回までの結果より、二の境界での望ましくない湿座上昇は、超音波ビームの入射角に大ぎく影聟を受け
ることがわか。た。そこで今回は計算結果をもとに更にいくつかの角度で測定を行い、この発熱の原因を検討
した。
【計算・実験】
計算では完全な平面波を想定し、入射角によってビーム軸上の温座分布がどの様に変化するかを調ペた。実
験ではグラファイト・ファントムモデルを用い、中に牛の肋骨を角座を変えて挿入した。そして上方から集束
させ光超音波を照射し、軸上の温度分布を16チャンネル熱電対により測定した。
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差分時問領域法によるりエントラント型空洞共振器アプリケータの3次元電磁界解析
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生体深部の局所加温を冒的としてりエントラント型空洞共振器アプリケータが考案された。これまでに、直径
19 0 cm、高さ 14 5 C mのアプリケータを用いて直径3 0 c m、厚さ 2 5C mまでの円柱状フ'アントム(T
X15 のに対し、深部まで一様な温度分布を有する直径約10cmの円柱状の集中加温バターンを得られるこ
とが実験により確詔、されている。一方、理論的考察は有限要素法を用いて対象を軸対称3次元問題としてなされ
ているが、この手法では複雑な3次元問題を取り扱うことが理論的に不可能であった。
ここでは、 3次元差分時問領域法(FD-TD法)にょり、りエントラント型空洞共振器アプリケータの共振
周波数及び複雑な力口温バターンを求めることが可舵となり、計算結果と実測結果が良い一致を示したので報告す、
る。さらに、本手法は3次元形状を取り扱うことができるため、フプリケータの最適設計が可能であることを示
す。
